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課題とチャレンジ

２０１６年 １２月 ０７日
㈱ ツバメックス 荒井善之
http://www.tsubamex.co.jp/ 

ＡＰＳサミット２０１６
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会社名

場所

創立日

資本金

営業品目

主たる製品

株式会社 ツバメックス

中之口工場： 新潟県新潟市西蒲区高野宮３２８３－１

Ｓ３６年４月１日 （燕プレス工業（株）として分離独立）

4,000万円

・金型製造
・プレス加工、プラスチック成形、組立

自動車、バス、電気、厨房、建材、農機具

１．プレス金型（２～１５ｔ の金型重量）

（自動車、バス、建設機械、厨房、農機具）

２．プラスチック金型（５５～４５０ｔ 射出機）

（家電、自動車、医療器具、農機具）

金型部

１．プレス加工

２．成形品加工

３．組み立て

４．金型製作 （社内プレス加工用）

（１１８名）

ツバメックス

金属加工部 （１０７名）

会社概要

燕三条
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製品例 （金型部門）

自動車（ホイルハウス）

自動車（CTR PLR）

建設機械（ドアインナー）

厨房（シンク）一体絞り マグネシウム絞り （ボンネット）

マグネシウム絞り （鞄）

バス（パネルコーナー）

オイルパン
（アルミ１工程絞り）

自動車（CTR UP BEAM）



金型とは

工業製品（金属製・樹脂製の部品）をプレス加工や
塑性加工や射出加工などにより製造するための型のこと

一枚平らな板が 成形され 製品となる

①ドロー工程 ②リスト工程 ③トリム工程

再度成形され



金型作成の流れ

金型設計
（モデル）

２ＮＣ作成
（基準・穴）

３NC作成
（曲面）

機械加工
（鋼材）

仕上

曲面作成 構想設計生産技術

方案
会議設計

営業

データ１

機械（小型）

データ２

機械（大型）

仕上

プレ技（測定）

機械加工
（鋳物・組付け）

資材

お客様

見積・受注

生産準備
（鋳物・市販品手配）

試作
トライ

出荷プレ技・営業

検図検図

仕
事
の
流
れ

時間の経過

測定
（ﾊﾟﾈﾙ）

繰り返し

設計図

構想
設計図

DF形状

NCデータ
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過去のチャレンジ



コラボレーションツールの検討

数社のツールを検討

コラボレーションツール採用の背景

∇工数短縮を見込める場面

上越新幹線
燕三条駅

ツバメックス
中之口工場Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ａ社

至 東京

至 新潟

約１２ｋｍ

約８ｋｍ

Ｅ部門

・ 見積り段階 ～３Ｄモデルを用いた情報受け渡し
・ 設計段階 ～３Ｄモデルの共有
・ 加工段階 ～３Ｄモデル＆２Ｄ情報 の共有

∇県央地区 各社の位置関係

∇新潟県の補助
平成１３年度 新潟県企業間電子商取引き支援事業として
「コラボレーション・ツールの活用／開発」 の補助金交付を受ける。

※ 条件として、新潟県央地区の数社でシステムを構築。

上越新幹線 燕三条駅を中心にした計４社と
ツバメックスとの間でコラボレーションツールの
構築を行う。

※ 情報通信技術を活用した「企業間電子商取引」の
システムを開発する。



サーバ側に必要なツール
・ ＸＶＬ変換ツール （ＸＶＬコンポーザ）
・ 電子文書作成ツール （Ａｄｏｂｅ Ａｃｒｏｂａｔ）
・ 暗号化ツール （ファイル・セキュリティ）
・ レポート作成ツール （自社開発）

ツバメックスＰＣ
（ＸＶＬコンポーザ）

インターネット

Ａ社ＰＣ

共有エリア 常時接続

コラボレーション・サーバ

クライアント側に必要なツール
・ コラボレーションツール （ＣＣＳクライアント）
・ ＸＶＬ表示変換ツール （ＸＶＬビューワ）
・ 電子文書作成ツール （Ａｄｏｂｅ Ａｃｒｏｂａｔ）

システム構成

Ｂ社ＰＣ

Ｃ社ＰＣ

Ｄ社ＰＣ

∇システム構成と各社の役割

Ｅ部門ＰＣ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾊﾞ

ソフト／ハードの提供
開発アドバイス／サポート
（株）フォトロン

開発・運用
（株）ツバメックス

アドバイザー
（財）県央地場産業振興センター

開発・運用
（有）飯川金型
板垣金属（株）
（株）喜古金型
（有）ダイテックタナカ



∇各段階別に ＣＣＳ／ＸＶＬ を実務結果

・ 見積り段階 ～３Ｄモデルを用いた情報受け渡し
① 見積り情報のバーチャル確認 ～ ケース１ ‥ （有）ダイテックタナカ ： Ａ社

② 見積り情報のバーチャル確認 ～ ケース２ ‥板垣金属（株） ： Ｂ社

・ 設計段階 ～３Ｄモデルの共有
③ ソリッド金型のリアルタイム確認 ‥ （有）飯川金型 ： Ｃ社
④ 設計変更情報のバーチャル確認 ‥ （株）喜古金型 ： D社

・ 加工段階 ～３Ｄモデル＆２Ｄ情報 の共有
⑤ 加工情報のバーチャル確認 ‥ Ｅ部門

実務結果

※ 便宜上 各社を略式で表現させて頂きます。
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実績を拾う



実績収集／実績確認

実績システム

・実績を数分単位で収集
・リアルタイムにＤＢ化
・リアルタイムの進捗確認が可能
・スケジューラへ展開
・Ｗｅｂインターフェース

実績を基幹ＤＢ（Ｏｒａｃｌｅ）へ連携

一連の加工実績を時系列で表示

今、作業中の金型
作業結果を選択

11
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加工実績収集 ‘ＮＣ稼働システム’

マシニングセンタ×14台から加工実績を収集

・自動２４時間
・種類別に収集（主軸／Ｇコマンド／切削）
・リアルタイムにＤＢ化
・スケジューラへ展開

ライブモニター画面

加工機別の実績
（2005.01 ~ 2012.01）

実績種類別の実績
（2005.01 ~ 2012.01）

２００９

目指せ！ ７２０時間（一か月）

全ての実績種類の
「帯幅」を少なくしたい！
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新たな情報収集

実績収集システム
MC-Web

QRをキー



日程管理 / 負荷管理

実績収集システム

見積システム

スケジューラ
「DIRECTOR」

工区別負荷状況

工区別負荷状況

金型管理システム

実績工数

見積標準工数

14
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協力工場の現状
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協力工場 ～ 飯川金型

（有）飯川金型製作所
従業員１５名
ツバメックスより２０分
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協力工場 ～ 飯川金型

顧客別（金型別）の部品表
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協力工場 ～ 喜古金型

（株）喜古金型製作所
従業員２０名
ツバメックスより１５分
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協力工場 ～ 喜古金型

ホワイトボードに書いてるが
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外注管理

外注管理専属１名
日々現地で確認し社内日程表に入力
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社内の日程管理
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社内日程 ～ 修正の繰り返し
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社内日程 ～ 修正の繰り返し



24

外部日程と社内日程の融合
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社内ガントチャート

社内日程に外注日程を取り込む
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社内日程・外注日程

社内日程に外注日程を取り込む
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日本の金型産業



・１９５０年以前 職工の時代
図面無し サンプルから金型製作
ヤスリ、タガネ、きさげ、ボール盤、旋盤、コンター、スロター

戦前は電気産業
（技術提携） 東芝系 - ＧＥ

富士電機系 - シーメンス

戦後は自動車産業

・１９５５年 金型生産 推定１００億
・１９５７年 日本金型工業会創立（機械工業振興臨時措置法）
・１９５８年 日本金型工業界がアメリカ視察（２.５ヶ月）
・１９６０年代 機械化の時代（倣い加工機）
・１９７０年代 ＮＣ機械の時代
・１９８０年代 ＣＡＤ／ＣＡＭの時代
・２０００年代 統合情報の時代

日本の金型産業

28
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日本の金型生産額推移
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金型出荷額比率
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1800～ 1900～ 2000～

１９１４～
洋食器～

１９４５
終戦

１９５７
対日 輸入制限

１８９４
日清戦争

ヤスリ
和釘

燕三条ものづくりの変遷

洋食器

１９７７年： ４８２社
２０１０年： ５３社

ステンレス包丁

包丁輸出
関５０％
燕三条３５％

酸化発色処理

チタン合金鍛造

爪切り

１８９２
藤田製作所

創業

ステンレスハウスウェア

1700～1600～

煙管 矢立

彫金 鎚起銅器

１６２４～
江戸から 和釘 職人招く

１６６８～
間瀬銅山 が開鉱～

１７６４～
奥州より 鎚起 金工法伝わる

１７３６～
会津より 鍛冶 職人移住

水害に苦しむ農民の副
業として発達。
明治初めまで燕の主産業
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株式会社 ツバメックス
〒９５０－１３２４ 新潟県新潟市西蒲区高野宮３２８３－１

http://www.tsubamex.co.jp/ 

金型部 代表・営業 ： ℡０２５ー３７５－２７５１
生技・設計 ： ℡０２５－３７５－２７５２
データ・開発 ： ℡０２５－３７５－５８８２


